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研究成果の概要（和文）：心不全の疫学研究は欧米以外に殆どない。追跡可能な2809人を2年毎健診実施した。
潜在性心不全(LHF)はBNP≧100pg/mLとした。18134人年の追跡期間中に335人のLHFを観察した。LHFのスコアは
<60、60、70、80歳代で0,3,6,9点,心房細動で3点、心雑音、CHD、脳梗塞、収縮期高血圧(sHT)かつnon-HDLC>
140mg/dL、収縮期前高血圧かつnon-HDLC≦140mg/dLで2点, sHTかつnon-HDLC≦140mg/dLで3点、GFR<45 
mL/min/1.73m2、過剰飲酒で1点であった(C-統計値 0.73, 95% CI: 0.70-0.76)。

研究成果の概要（英文）：Despite the global heart failure (HF) pandemic, there are few 
population-based prospective studies on HF in non-Westerners. We prospectively followed-up 2,809 
Suita Study subjects for new incident Latent HF. LHF was defined as BNP≧100pg/mL or HF medication. 
Each subject's health status and BNP were checked in biannual medical examinations, and all subjects
 completed annual questionnaires. Cox proportional hazard model was used for incident LHF. In 18134 
person-years of follow-up, 335 incident LHF events occurred. We developed a scoring system for each 
risk factor as follows: 0/3/6/9 points for participants in their 40-50/60/70/80s, respectively; 3 
points for atrial fibrillation; 2 points for cardiac murmur, CHD, ischemic stroke, or systolic 
hypertensive with non-HDLC≧140mg/dL and for systolic prehypertensive with  low non-HDLC; 3 points 
for sHT with low non-HDLC; and 1 point for a GFR <45 mL/min/1.73m2 and for excessive drinker 
(C-statistic 0.727, 95% CI: 0.699-0.755).

研究分野：予防医学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
心不全患者が今後増えてパンデミックになると言われるも、地域住民を対象とした疫学研究がほとんどない。今
回潜在性心不全の罹患リスクを求め、10年後の潜在性心不全の予測確率を初めて求めることが可能となる。潜在
性心不全のリスクスコアを作成することで、健診や日常外来程度の項目で予測が可能となる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年我が国の脳卒中、虚血性心疾患、がんの疾患別年齢調整死亡率の減少から、健康長寿を目指
すためには、ターミナルな疾患をいかに予防するかにかっている。心疾患の領域では、慢性心不
全は高齢者に多く、すべての心疾患の終末像であり、わが国では心疾患は全ての死因の 15%を
占め、超高齢化社会を迎える我が国において、心不全に対する予防は極めて重要であることは容
易に理解できる。心不全を悪化させる危険因子は、臨床研究において挙げられているが、住民対
象とした疫学研究において心不全罹病リスクに関する研究は少なく、我が国の疫学研究ではほ
とんどない。また、平成 20年度より特定健診になり、心電図検査、胸部レントゲン写真が必須
項目からなくなり、心不全が顕性になるまで放置されることが懸念される。 
 
 
２．研究の目的 
都市部一般住民を対象として、潜在性心不全の罹病リスクを解析し、潜在性心不全罹病のリスク
スコア作成をすることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
対象者：性年齢階層別に無作為抽出された吹田市住民を対象とする。平成元年に性年齢階層別無
作為抽出され、健診を受診された同一の方に対して 2 年毎に健診受診を行っている。今回の研
究は、2006年～2009年度にかけて健診受診し研究用の採血に同意された方で、重複受診の場合
には健診受診年の古い方を選択して重複者を除外した 3,350名をベースライン対象者とする。 
方法：2年毎の健診受診に合わせて生活習慣問診、血漿（トラジロール入 EDTA血漿）採血を実
施し、BNPを測定する。2018年 3月をエンドポイントとする。ベースライン時の血漿 BNP値
高値または心不全治療中の対象者を除外する。潜在性心不全の定義は、BNP≧100pg/mLまたは
心不全治療とする。解析方法は Cox比例ハザードモデルを用いて解析する。 
 
 
４．研究成果 
18134 人年の追跡期間中に 335 人の LHF を観察した。LHF のスコアは<60、60、70、80 歳代で
0,3,6,9 点,心房細動で 3点、心雑音、CHD、脳梗塞、収縮期高血圧(sHT)かつ non-HDLC>140mg/dL、
収縮期前高血圧かつ non-HDLC≦140mg/dL で 2点, sHT かつ non-HDLC≦140mg/dL で 3点、GFR<45 
mL/min/1.73m2、過剰飲酒で 1点であった(C-統計値 0.73, 95% CI: 0.70-0.76)。たとえば、潜
在性心不全のリスクスコアが 3 点と 13 点の人は、5 年後の製剤性心不全の予測確率はそれぞれ
2%と 9%となる。以上の結果から我が国の潜在性心不全のリスクスコアを初めて作成した。健診
や日常診療程度の簡単な項目から、5年後の潜在性心不全の予測確率を手軽に求められ、潜在性
心不全の高リスク者に対して、潜在性心不全の予防が可能となる。 
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